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第二次長崎市農業振興計画［前期計画］の策定にあたって 

  

長崎市の農業は、農地の大半が急傾斜の山腹に階段状に展開し、平坦地が少ないという地理的

に厳しい条件にありますが、長崎びわ「なつたより」や「長崎和牛・出島ばらいろ」をはじめ、

「いちご」「花き」などの新たな品目のブランド化や、産地や関係機関と連携した新たな担い手

の育成確保の取り組みなど、農業に携わる皆様のご尽力により、一定の成果が上がりつつあり、

地域の農業の将来のあり方を共有してまとめあげる「人・農地プラン」の実質化により、次の世

代へよりよい形で農地を引き継ぐための話し合いも進んでいるところです。 

今日の食料・農業・農村をめぐる情勢は、農業者や農村人口の著しい高齢化・減少、これに伴

う生産基盤の脆弱化への懸念、TPP 等グローバル化の進展、激甚化する自然災害・気候変動な

ど農業を取り巻く環境の変化に加え、SDGs に対する国内外の関心の高まり、ロボットや AI 等

の ICT 技術活用の進展などの社会的要因も大きく変化しております。 

長崎市のまちづくりにおいても、長崎新幹線や MICE 施設の開業などにより、今後の交流人口

の拡大が見込まれており、これらの変化を新たな好機と捉えながら、上手く活かしていくことが

重要になってきます。 

第二次長崎市農業振興計画［前期計画］は、これらの変化を踏まえながら、長崎市第五次総合

計画に基づく農業分野の実践的な計画として、「次世代につながる農林業を育てます」を基本施

策として、「農業の生産性の向上と、次世代を担う多様な経営体の育成」を行う「産地・担い手」

の視点、「安心して農業を営む環境づくりの推進」を行う「地域・環境」の視点、「長崎ならでは

の農産物の消費拡大」を行う「販売・消費」の視点の３つを施策の柱として、農業の活性化に向

けた振興に取り組んでいくこととしております。 

今後は、本計画を農業振興の基本指針として、市民の皆様をはじめ関係各位のご理解とご協力

のもと施策の展開を図り、長崎市の農業の活性化につなげていきたいと考えています。 

結びに、この計画の策定にあたり、貴重なご意見、ご審議を いただきました長崎市農業振興

計画審議会委員の皆様をはじめ、ご協力やお力添えをいただいた皆様に心から感謝申し上げます。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

令和４年（2022 年）３月 

長崎市長 田 上 富 久 
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